






























































































 PsiloGybmはメキシコ原産の所謂ZaubI3rPilzに含有しており季て958年Hof皿旦nnl  l
・
 によりその化学1・嗣斌が発表され,同時にGerle“i,Delayらによって,その浦神症状の概1事
 理醗表された・初化学1鰭ま4一禦「曙町瞬皿'neの誘灘㊥ること・燐纏鱒
 含有していること等が従来のi旦dola系の所謂幻覚剤にはみられない特徴である。/
}
 著者は健康成人男子17名に体重に応じて,本剤の8㌔12mgを経口的に投与して,発現した1
モ
 精神症状を詳細に観察し,同時に各種の生理学的,生化学的検索を行った。暴
 1
一
 発現した精神症状はLSD-25によるそれと同様に複雑,多彩なものであったが,その代表的1
 なものぱ・視覚面の変化ては動揺・変形視・色彩・光度感冷よび視覚印象の変化,幻視・パレイド1
テ
 リア等が多くみられ,殊に,色彩感は明るい万向に変化し,視覚印象ぼ持続的に亢進することが特1
}
 徴的であった。次いで身体図式の変化ては身体変形感,異常体感の出現が中心をなしていた。自我1魯
 意識の変化では疎隔骸.離人体験などの出現が多くみられた。感情.気分の変化は來快,多幸.悦ll・
事
 惚感が主体をなし,次いで動機のない、もしくは強迫的な.「笑い」が多くみられた。その他の不安1華
 感.苦悶感などは爽快,多幸感に先行的たいし挿間性に認めるのに過ぎなかった。1
 以上を嘲敵の上からみると,投鰍り一z5時間を反応の極期として,ほy4時間後には紐
も
 越する明瞭な縮置をと鱈その状態像はLSD-25症候群に比べ,むしろ単一な反応型にとどまl
t
 つた。
 身体症状については,LSD-25等その他の所謂幻覚剤に共通にみられる自律神経症状と見倣
 されるものが,可成り強くみられ・た。
 脳波険査ては後頭部にかける通常脳波を自動周波数分析器で帯域別に分析し,そのエネルギー率
 を経時的に算出した所,α2帯域のエネルギー率は経時的に減少しr一方β1帯域はこれと逆行的
 に増加し3所謂覚醒パターンヘの移行をしめした。
 灘ポリグラフ上の魏替ると,全体的離龍の棚的蜷購られなし(が洛要素腕分1
 新して舗と・講的蔽y一定の変化を認め駐とが出来た・賜GSR歯触流蜘雄11.
 ～2時1髄ピリとし熊卜定の変イヒがみられた・1
 最後に本剤のS町otI〕nine代謝への影響とみるためにsero七〇nmもの代謝終末産物である
 尿中の5HエAA15-hy虚ro}二yind-o:Lo酷面変)とorea七inineとの比を調べた所,)ll三擁後1
美
 には実!l食前“τ上ヒベLSD-25)つ量場合と∫まy同様に1.1～{.5イ音({)増力日を1み・たol ガ
 以.』の辮鰍婦んずく舳峻イヒ.身鞭齢灘赴は搬に問雄のもゾ)と繍,熱!
 脳波.E.」籾グうフ.}二の変化などからも本剤ひ:作用吝1≦位は間脳領域にあるものと推論した。1-
l
l
 ,よって本論文は学位謂芽写す{・に値すろものと認める。¢
ま
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